
教
育
基
本
法
の
早
期
改
正
を
求
め
る
意
見
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

我
が
国
の
教
育
は
、
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
の
建
設
を
目
指
し
た
教
育
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、
半
世
紀
に
わ
た
り
、
目
覚
し
く
普
及
し
、
発

展
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
戦
後
の
社
会
情
勢
は
、
大
き
く
変
化
を
し
、
子
ど
も
の
問
題
行
動
や
社
会
性
の
希
薄
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
家
庭
や
地
域

社
会
に
お
け
る
教
育
力
の
低
下
や
、
伝
統
・
文
化
の
尊
厳
の
欠
如
な
ど
、
教
育
の
在
り
方
そ
の
も
の
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
十
五
年
三
月
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会
は
、
教
育
基
本
法
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と

し
た
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

我
が
国
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
抱
き
、
生
き
る
力
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
こ
そ
、
新

し
い
時
代
の
教
育
の
基
本
像
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

政
府
は
、
社
会
の
存
立
基
盤
で
あ
る
教
育
の
新
し
い
時
代
に
お
け
る
在
り
方
を
真
剣
に
検
討
し
、
中
・
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
「
人
材
・
教
育
大
国
」
の
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
歴
史
や
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
公

徳
心
や
国
際
感
覚
を
併
せ
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
す
み
や
か
に
教
育
基
本
法
改
正
案
を
提
出
し
、
早
期
に
改
正
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し

ま
す
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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成
十
六
年
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二
十
三
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

八 

武 

崎 

一 

郎 

衆
議
院
議
長
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学
大
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